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概要 
本研究は，恋愛感情想起が色温度感評価に与える影

響に，恋愛の典型的イメージが影響を与えるという仮
説を検討した．大学生らを対象に恋愛感情・恋愛イメー
ジをそれぞれ想起させ，直後に色の主観的な温度感を
評価させた．調査の結果，想起内容による主効果は有意
でなく仮説は支持されなかった．一方，中性色は想起内
容間で温度感が有意に異なり，恋愛が暖色・寒色へ連想
されやすいという従来の知見とは異なる示唆が得られ
た．この結果により，時間的要因など，恋愛感情想起の
認知的特徴に影響を与えている別の要因の存在が示唆
された． 

キーワード：恋愛感情，色覚，温度感 

1. 背景 

古代哲学から現代の創作物に至るまで，愛は広く人の

関心をひく話題と言える (e.g. 久保 (編訳) , 2008; 

Frankl, 1946 池田訳, 2002) ．その愛の一形態である恋愛

は上述のような哲学的・文学的議論に留まらず，関係の

排他性 (増田, 1994) や性選択との関係 (Ueda et al., 

2017) などの特徴について，学際的に取り上げられてい

る． 

本研究が着目するのは，恋愛対象に対して感じる「恋

愛感情 (romantic emotion) 」である．恋愛感情は，恋愛

関係を構築・維持することに関わり，人の認知に特徴的

な影響を与えている (e.g. Steenbergen et al., 2014; 

Langeslag et al., 2015)．そうした影響は，上述のような

恋愛という概念の独自性を，認知の側面から支えてい

ると考えられる． 

そのような恋愛感情の認知への影響に関連して，「バ

ラ色の人生」といった視覚体験に関する表現が一般に

見られる．恋愛感情想起の影響が視知覚にも及びうる 

(Förster et al., 2010) ことから，こういった表現は単なる

言語上の比喩に留まらず，実際の視知覚への影響を反

映する可能性もある．こういった背景を踏まえ，著者ら

は，恋愛感情想起によって色の知覚への影響があると

の仮説を立てた．仮説を検証するために，色の主観的評

価である色彩感情，中でも感覚的な評価が容易な，色に

対する暖かさ・冷たさの温度感（色温度感）の評価が変

化するか検証した．恋愛感情想起時の色温度感は，想起

の有無 (神岡・布山, 2024) ，そして同じ親密な対人感

情である友情想起時 (神岡・布山, 2025) との間で比較

された．その結果，想起感情間の色温度感の差は，それ

ぞれ赤・青とその周辺色で有意に示された．また，色温

度感評価の差は，想起内容の基本感情 (Barrett et al., 

2001 より作成) による評価と対応することが重回帰分

析により示唆された．色温度感を従属変数，9種類の基

本感情得点を説明変数とし，AIC によって効果のある

説明変数を選択した回帰モデルによると，「幸福」「怒り」

などポジティブ・ネガティブ両方の基本感情それぞれ

が，色ごとに温度感を上昇・下降させる効果を与えるこ

とが示唆された． 

しかし，各想起感情で色温度感への効果が示された説

明変数 (基本感情) は，各色の回帰モデルごとに異なっ

ていた．この結果に対し著者らは，想起した恋愛感情が

含む基本感情以外に，色温度感に直接，また想起内容よ

りも大きな影響を与えている要素があると考えた． 

以上を受けて本研究では，自身の経験に関連した恋愛

感情の想起とは別に，調査参加者が恋愛に対して持つ

典型的なイメージが色温度感評価に影響を与える主要

な要因の一つである，という仮説を立てた．恋愛が一般

に「赤色」「暖かさ」など，特定の色や温度に連想され

やすいことは，先行研究で示唆されている (楠見, 

2015) ．参加者がこういった恋愛一般に対するイメージ

を持ち，それが色温度感の評価に影響した可能性があ

る．この仮説を検証するため，恋愛感情と，恋愛の典型

的イメージを想起した時の色温度感を調査し，比較分

析することとした． 
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2. 方法 

調査参加者 

本研究では，10代後半から 20代の大学生・大学院生を

対象とし，オンラインの質問紙調査を行った．調査デー

タは 2025年 10月から 11月の間に，立命館大学の学生

を中心に収集された．調査はオンラインアンケートプ

ラットフォームである Qualtricsを用いて行った．神岡・

布山 (2025) で条件間に有意差が出た，赤色 (V1～V15

の 15色のうち，V1) の温度感差より算出した効果量か

ら (Cohen’SD = 0.28) ，必要なサンプルサイズは 60件

とした． 

手続き 

調査は参加者の恋愛感情を持った対象について想起

する「恋愛感情フェーズ」と，恋愛の典型的イメージを

想起する「イメージフェーズ」の両方の手続きを参加者

内で実施した． 

それぞれのフェーズでは，はじめに対応する感情・イ

メージを想起した．恋愛感情フェーズでは，参加者に大

学進学後に経験した恋愛関係で「最も新しいもの」を思

い出すよう教示し，その対象の人物像やエピソードを 3

語以上のキーワードで Qualtrics の入力フォーム上に記

述するよう参加者に求めた．該当する経験がないと回

答した場合，その場で調査を終了した．イメージフェー

ズでは，参加者は「恋愛」という単語から連想されるキ

ーワードを自由に 3 語以上列挙した．イメージフェー

ズでは連想が際限なく続く可能性を考慮し，2分半の制

限時間を設けた．参加者は入力フォーム上に表示され

た制限時間内で連想を行い，制限時間経過後に画面の

自動遷移で次の手続きへ移行した． 

想起手続きの後，著者らが作成した色パネルを白い

背景上に 1 枚ずつ呈示し，-50℃から 100℃までで直感

的な温度感を評価するよう参加者に求めた．色パネル

には，マンセル表系色から，明度・彩度が最大で色相を

等間隔で変更した 15枚 (図 1の通し番号に従い，以後

V1～V15と呼称) を用いた． 

ランダムな順番で 15色の色温度感を回答した後，参

加者は想起した感情・イメージの内容を基本感情によ

って 1 (全く感じない) ~5 (とても強く感じた) までの 5

件法で評価した．本研究では，神岡・布山 (2025) で基

本感情間の多重共線性が示唆された Barrett et al. (2001) 

の基本感情モデルではなく，発達による感情の分化を

考慮して作成された Izard (1991) を用いた．この基本感

情モデルは，快不快だけでなく社会的感情なども含ん

でおり，対人関係を通して感じられ，青年期の発達によ

り体験する機会が増える恋愛感情・イメージの把握に

適切であると著者らは考えた．基本感情は 10 種類で，

興味 (interest) ・喜び (joy) ・驚き (surprise) ，悲しみ 

(sadness) ・怒り  (anger) ・嫌悪  (disgust) ・軽蔑 

(contempt) ・恐れ (fear) ・恥 (shame) ・罪悪感 (guilt) 

を含む． 

最後に，恋愛感情フェーズでは想起した内容が交際

関係を伴うか，期間にして何か月続いたかを質問した． 

また，各フェーズは参加者間でランダムな順番で実

施され，フェーズ間は 90秒の計算課題を実施すること

で感情状態の統制を図った． 

倫理的配慮 

本調査は，アンケートフォーム上で参加者に対して説

明文の提示によるインフォームドコンセントを行った．

そこで，参加は自由意志であり，参加しない場合・参加

を中断した場合に不利益が生じないことを説明した．

その上で，説明文の内容に同意した参加者のみ「同意し

て開始」を選択するよう求めた． 

3. 結果 

調査の結果，150件の回答のうち，参加取り消しによ

る中断と欠損値を除いた 43件を分析の対象とした (平

均年齢 = 21.5歳, SD = 2.50) ． 

恋愛感情フェーズ，イメージフェーズの各色における

温度感平均を図 1 に表した．エラーバーは標準偏差を

示している．これによると，恋愛感情フェーズの温度感

について，赤・橙などの暖色でイメージフェーズよりも

低く，青など寒色では高くなっているなど，15色全体

の色温度感の振れ幅が小さくなる傾向が見られる．こ

の結果は，神岡・布山 (2025) における友情想起時と比

較した時の恋愛感情想起時の色温度感と傾向が異なる．  

色 

温 

度 

感 

色 

図 1 

恋愛感情フェーズ (右) とイメージフェーズ (左) の色温度感
得点 
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これに対して，15色分の「色」，2種の「想起内容」

を参加者内要因，フェーズの「想起順」を参加者間要因

として，三要因混合計画の分散分析を行い，記述統計の

結果を検討した．有意水準 5%として分析した結果，「色」

(F (1, 41) =100.32, p <.01, η^2 =.60) の主効果が有意に示

された．一方，他の要因による主効果は有意でなく，想

起フェーズによる色温度感の違いは統計的には確認で

きなかった．交互作用は，「想起順」「色」の間でのみ認

められた (F (1, 43) =2.83, p <.05, η^2 =.02) ．一つの可能

性として，想起条件の差別化や，計算課題による感情の

リセットが十分でなかったことが考えられる． 

想起順の順序効果が示唆されたことを受けて，ここま

で参加者内要因として分析してきた「想起内容」要因に

ついて，各参加者がはじめに取り組んだフェーズのデ

ータのみを対象として，参加者間要因として再分析し

た．この手続きに際して，恋愛感情フェーズから取り組

んだ参加者群を「恋愛感情群」，イメージフェーズから

の参加者群を「恋愛イメージ群」とした． 

まず，想起順で群分けした場合の 2群の温度感平均を

図 2に示した．ここでは，色温度感が暖色でより高く，

寒色でより低くなるという傾向が，恋愛感情群の方に

見られた．これは，先行研究における恋愛感情想起条件

の傾向とも一致している (神岡・布山, 2025) ．ただし，

標準偏差が参加者内分析の図 1 よりも全体的に大きく

なっていることも見て取れる． 

上記の結果に対して，参加者間要因の「想起内容」，

参加者内要因である「色」の 2 要因混合計画による分

散分析を実施した．ここでも「色」の主効果が見られ (F 

(1, 41) = 70.90, p <.001, η^2 =.57) ，「想起内容」「色」の

間には交互作用が有意に示唆された (F (1, 41) = 2.29, p 

<.05, η^2 =.02) ．交互作用に対する下位検定を実施した

ところ，緑色・紫色のV4・V5・V6・V13で「想起内容」

による単純主効果が有意に示唆された (p <.05) ．この

ことから，先行研究や記述統計上の傾向とは異なり，緑

など中性色の温度感における群間の違いが新たに示唆

される結果となった． 

次に，異なる想起内容がそれぞれ色温度感に異なる影

響を与えることを検討するために，群間で有意差のあ

った色ごとに，温度感を従属変数，基本感情得点を説明

変数とした重回帰分析を実施した．分析は，上述の 2要

因分散分析で「想起内容」の単純主効果が有意に示唆さ

れた，V4・V5・V6・V13の 4色に対して行った．4色

のうち，散布図上で V13以外の色が正規分布に従って

いる傾向が見られたことから，重回帰分析の実施は適

切であると判断した． 

AICによって 10種類の基本感情から色温度感評価に

効果を持つものを選択した．その結果，構成された回帰

モデルのうち，モデル全体で有意に説明変数の効果が

示唆されたものは V13 のみであった (p <.05, adj. R ^2 

= .192) ．選択された説明変数は「軽蔑」で (β = -20.97, 

p <.05) ，偏回帰係数から，感情得点が高いほど温度感

を低下させる効果を与えることが示された． 

4. 考察 

本研究では，恋愛感情想起による色温度感評価への

影響が，想起内容に含まれる基本感情に加え，恋愛の典

型的イメージによるものではないかという仮説を検証

した．分散分析の結果，恋愛イメージ想起による主効果

は有意には示唆されなかったため，この仮説は支持さ

れなかった． 

調査の仮説は支持されなかったが，想起条件を参加

者間で群分けして分析を行った結果，緑色を中心とす

る中性色の色温度感評価に，恋愛感情群・恋愛イメージ

群の間で有意差が見られた．この示唆は，これまでの先

行研究では見られないものである．  

このような示唆が得られた要因として，恋愛感情想

起と友情想起を比較した先行研究 (神岡・布山, 2025) 

から比較条件を変更した他に，想起する恋愛感情の内

容を時間的に指定したことも関係していると著者らは

考える．恋愛の経験を大学入学後で最新のもの，つまり

大学生・大学院生の参加者にとっては 4 年以内の恋愛

経験について想起するよう指定したことで，記憶の期

間に関する個人差が統制された．これにより，過去の恋

愛の記憶に対する忘却やネガティブ感情の減衰が起き

にくくなり (Hoehne ＆ Zimprich, 2025) ，これまでの

研究と異なる傾向が見られたと考える． 

図 2 

恋愛感情群 (右) と恋愛イメージ群 (左) の色温度感得点 
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重回帰分析の結果では，1つを除いて統計的に有意な

回帰モデルを見出すことができなかった．このことか

ら考えられるのは，基本感情を通して恋愛感情・恋愛イ

メージ想起時の感情状態を把握すること，あるいは線

形による色温度感への影響のモデル化は必ずしも有効

ではないということである．そのため，非線形モデル

や，別の説明変数を見出した上で 3 次元以上のモデル

によって分析を行うなど，分析方法を今後多角的に検

討することで，新たな示唆が得られる可能性がある． 

5. 限界・今後の展望 

本研究における考察の限界として，上記の分析に関

するものに加え，分析対象となるサンプルサイズの小

ささが問題点として挙げられる． 

回答数については，得られた 150 件の回答のうち，

100件以上が欠損値もしくは中断となっている．大学進

学後の恋愛経験がないために，調査参加を中断したケ

ースが 40件ほどを占めていることは，本研究に限らず

個人の経験に関する心理研究の困難な点と言える．し

かし，残りの 60件余については，アンケートの所要時

間が 20分ほど度と，決して短くない時間的負担を参加

者に強いたことが原因であると考える． 

今後の課題として，先行研究と異なる示唆が得られ

たこと，また本研究で扱った色温度感変化の認知構造

がいまだ不明瞭であることについて，より多角的な分

析を行うために，視線計測といった生理指標の併用が

考えられる．視線計測を通して特定の色に対する注視

や，事象関連電位 (ERP) による色への反応速度を計測

することで，恋愛感情想起と色温度感の関係性と深く

関わる認知機能を検討し，また恋愛感情に関する先行

研究との比較が容易になると期待する．こういった多

角的な研究を推進することで，文学などで表現される，

恋愛体験による人間の心理的変容の更なる理解に，認

知科学の立場から貢献できると考える． 
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